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私
は
平
成
十
七
年
五
月
通
常
総
会
に

て
㈳
栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会
の
副
理
事

長
に
選
任
さ
れ
て
七
年
間
務
め
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
間
多
く
の
先
生
方

か
ら
暖
か
い
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た

事
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
四
年
五
月
十
六

日
開
催
の
通
常
総
会
に
於
い
て
㈳
栃
木

県
幼
稚
園
連
合
会
理
事
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
職
務
の
大
き
さ
と
重
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
が

経
過
す
る
今
も
被
災
地
で
は
愛
す
る
人

や
仲
間
を
探
し
続
け
て
い
る
方
々
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
住
む
家
も
流
さ
れ

家
族
も
亡
く
し
避
難
所
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
悲
し
さ

に
耐
え
忍
び
な
が
ら
必
死
に
な
っ
て
立

ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
原
発
の
放
射
能
汚
染
問

題
も
発
生
…
福
島
県
に
於
い
て
は
地

震
、
津
波
、
放
射
能
に
よ
る
表
土
汚
染

な
ど
被
害
は
甚
大
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
す
べ
て
除
去
す
る
ま
で
今
後
二
十

年
三
十
年
の
永
い
年
月
が
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
生
ま
れ

育
っ
た
故
郷
へ
「
帰
れ
な
い
」「
住
め
な

い
」
そ
ん
な
方
々
の
胸
中
を
思
う
と
き

に
…
私
た
ち
も
共
に
立
ち
上
が
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
為
に
平
成
二
十
三
年
度
に
引
き
続

き
平
成
二
十
四
年
度
も
募
金
活
動
を
展

開
致
し
多
く
の
会
員
の
方
々
よ
り
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
方
か
ら
の
貴
重

な
浄
財
を
福
島
県
全
私
立
幼
稚
園
協
会

に
送
金
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。（
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）

　

栃
木
県
知
事
選
挙
が
十
一
月
一
日
告

示
、
十
二
月
十
八
日
投
票
、
即
日
開
票

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
職
の
福
田
富
一

氏
が
見
事
に
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

幼
児
教
育
に
理
解
を
示
さ
れ
て
い
る
福

田
富
一
知
事
が
引
き
続
き
県
政
を
担
わ

れ
る
事
に
対
し
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送

り
ま
す
。
福
田
県
政
の
安
定
と
栃
木
県

の
益
々
の
発
展
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

国
政
で
は
大
き
な
動
き
が
あ
り
、
民

主
党
政
権
か
ら
再
び
自
民
党
へ
と
政
権

交
代
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
四
日
公
示
、
十
二
月
十
六
日

投
票
、
即
日
開
票
で
衆
議
院
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
民
、
公
明
両
党
は
合
わ
せ
て

三
百
二
十
一
議
席
を
獲
得
（
過
半
数

二
百
四
十
一
）
し
約
三
年
三
カ
月
ぶ
り

に
政
権
奪
還
を
果
た
し
安
倍
晋
三
自
民

党
総
裁
は
、
特
別
国
会
で
再
び
首
相
に

指
名
さ
れ
、
公
明
党
と
の
連
立
政
権
が

発
足
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
民
主
党
政
権

は
三
年
三
カ
月
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

民
主
党
政
権
下
三
党
（
民
主
・
自
民
・

公
明
）
合
意
さ
れ
た
「
子
ど
も
・
子
育

て
関
連
三
法
」
の
趣
旨
は
、
幼
児
期
の

学
校
教
育
・
保
育
・
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
と

い
う
こ
と
。

　

基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
認
定
こ
ど

も
園
制
度
の
改
善
。
こ
れ
は
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
の
改
正
に
つ
い
て
、

学
校
及
び
児
童
福
祉
施
設
と
し
て
の
法

的
位
置
付
け
を
持
つ
単
一
の
施
設
の
創

設
等
。

　
「
新
た
な
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
で
は
、
既
存
の
幼
稚
園
お
よ
び
保
育

園
か
ら
の
移
行
は
義
務
付
け
な
い
」

　
「
設
置
主
体
は
、
国
、
自
治
体
、
学
校

法
人
、
社
会
福
祉
法
人
の
み
で
、
株
式

会
社
の
参
入
は
認
め
な
い
」

　
「
財
政
処
置
は
、
消
費
税
を
含
む
安
定

的
な
財
源
を
確
保
す
る
」

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
部
分

も
多
く
不
安
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
国
の
動
き
を
注
視
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
組
織
を

あ
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
県
当
局
へ
の

平
成
二
十
五
年
度
予
算
要
望
に
つ
い
て

は
、
栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会
と
栃
木
県

私
立
幼
稚
園
振
興
連
盟
が
一
体
と
な
り

振
興
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
県
財
政
の
厳
し
い
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
選
択
と
集
中
で
の
予
算
配
分

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
の
力
強
い
ご

支
援
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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文
書
学
事
課
長　

永
井　

茂
明

平
成
二
十
四
年
度
を
振
り
返
っ
て

平
成
二
十
四
年
度
を
振
り
返
っ
て

　

こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨

年
八
月
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三

法
」
が
成
立
し
た
こ
と
が
一
番
に
挙
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
・
子
育

て
新
制
度
は
、
早
け
れ
ば
平
成
二
十
七

年
四
月
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
四
月
に
は
、
国
に

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、

新
制
度
の
具
体
的
な
事
柄
が
決
め
ら
れ

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
新
制
度
で
は
、
施
設
型
給
付
が

創
設
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
利
用
者

負
担
の
仕
組
み
が
変
わ
る
な
ど
、
幼
稚

園
に
と
っ
て
は
大
き
な
改
革
と
な
り
ま

す
の
で
、
全
て
の
幼
稚
園
が
円
滑
に
新

制
度
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
県
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
関
係
部
局
等
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
幼
稚
園
の
皆
様
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
少
子
化
や
核
家

族
化
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
家
庭
や
地
域
社
会
の
教
育
力
・
子

育
て
力
が
低
下
し
、
社
会
全
体
で
の
子

育
て
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
幼
稚
園

に
は
、
質
の
高
い
幼
児
教
育
と
地
域
の

子
育
て
支
援
の
中
核
的
役
割
が
ま
す
ま

す
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
政
策
の
基
本
を
「
人
づ

く
り
」
に
置
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

と
ち
ぎ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
明
る
く

生
き
生
き
と
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
幼
稚
園
の
皆
様
と
一
緒
に
、
幼
児

教
育
の
振
興
や
子
育
て
支
援
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

期　
　

日　
平
成
二
十
五
年
一
月
九
日（
水
）

会　
　

場　

コ
ン
セ
ー
レ

参
加
人
数　

四
十
四
名

午
前
の
部

　

内
容「
幼
児
の
遊
び
に
み
ら
れ
る
学
び
の
芽
」

　

講
師　

呑
竜
幼
稚
園
園
長

　
　
　
　

佐
野
短
期
大
学
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

研
介
氏

午
後
の
部

　

内
容「
写
真
か
ら
理
解
す
る
子
ど
も
の

　
　
　
　

育
ち
、
子
ど
も
の
気
持
ち
」

　

講
師　

神
奈
川
県
宮
前
幼
稚
園
園
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
ヶ
谷
忠
宏
氏

　

三
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
「
資
質
向

上
選
抜
養
成
講
座
Ⅷ
」
が
一
月
九
日
（
水
）

を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
三
回
と
も
午

前
の
部
は
、
小
林
研
介
先
生
に
担
当
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
は
、

幾
つ
か
の
事
例

を
通
し
て
、
幼

児
の
体
験
と
幼

稚
園
教
育
要
領

の
内
容
と
の
つ
な
が
り
（
一
つ
の
活
動
が

い
ろ
い
ろ
な
領
域
に
つ
な
が
っ
て
い
る
）

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
何
に
関
心
を
も
ち
、
何
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
の
か
、
ど
こ
に
困
難
を
感
じ

て
い
る
の
か
を
踏
ま
え
て
、
保
育
者
に
は

見
通
し
の
あ
る
適
切
な
援
助
が
求
め
ら
れ

て
い
る
等
の
講
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部

は
、「
写
真
か

ら
理
解
す
る
子

ど
も
の
育
ち
、

子
ど
も
の
気
持

ち
」と
題
し
て
、

宮
前
幼
稚
園
園
長
の
亀
ヶ
谷
忠
宏
先
生
の

講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

１
、
子
ど
も
の
発
達
理
解　

２
、
環
境

に
思
い
を
こ
め
る
保
育
者
の
願
い
と
１

年
間
の
発
達
の
流
れ
を
（
Ⅴ
期
）
写
真

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
Ⅰ
期

↓
不
安
と
混
乱
期
・
Ⅱ
期
↓
自
己
発
揮

期
・
Ⅲ
期
↓
自
己
主
張
期
・
Ⅳ
↓
仲
間

意
識
期
・
Ⅴ
期
↓
自
己
充
実
期

●
集
団
に
は
適
当
な
環
境
を
、
個
に
は

適
切
な
援
助
が
大
切
で
あ
る
こ
と

●
環
境
を
作
る
か
ら
に
は
、
幼
児
が
自

ら
関
わ
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
よ
う

な
状
況
を
つ
く
る
こ
と
の
重
要
性
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
さ
れ

た
先
生
方
が
、
今

後
益
々
ご
活
躍
さ

れ
ま
す
こ
と
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
参
加
さ

れ
た
先
生
方
全
員

に
船
田
副
理
事
長

先
生
か
ら
修
了
証

書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。（教

育
研
究
委
員
長　

山
荷
フ
サ
子
）

第
３
回 

資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅷ
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設置者・園長研修会設置者・園長研修会 明日に向けて幼稚園の振興を考える明日に向けて幼稚園の振興を考える
平成25年1月18日ホテルニューイタヤを会場に恒例の設置者・園長研修会が開催された。
104園で115名が参加し、今後の幼稚園振興について研鑽に励んだ。

　まず、石嶋勇理事長より、本日の研修会についてご協
力してくださった方々へのお礼を述べられた。その後先
だって行われた、栃木県知事選挙、衆議院議員選挙の対
応についてのお話をいただいた。続いて、荒居養雄経営
研究委員長より趣旨説明があり、研修に入った。

開会　理事長挨拶　　　理事長　石嶋　勇

　文書学事課小倉敬子副主幹
から、子ども・子育て三法案
についてと平成25年度概算
要求の見直しの概要・文書学
事課からのお願いの 3点の
テーマで話をすすめられた。
　子ども・子育て三法案につ
いては、まず三法の趣旨「三党合意を踏まえ、幼児期の
学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に
推進する」と主なポイント「認定こども園制度の改善（幼
保連携型認定こども園の改善等」、「認定こども園、幼稚
園、保育所を通じた共通の給付（「施設型給付」）及び小
規模保育等への給付（「地域型保育給付」）の創設、「地
域の子ども・子育て支援の充実（利用者支援、地域子育
て支援拠点等）」についての解説をいただき、当法案の
本格施行までの現時点での時間軸の想定イメージを示さ
れた。また、新制度移行により、これからの幼稚園の選
択肢として、①「施設型給付」を受ける認定こども園、
②「施設型給付」を受ける幼稚園、③現行通り「施設型
給付」を受けない幼稚園と3通りを示し、その位置づ
けや役割、施設の認可、指導監督等はどこが行うか、財
政の措置はどうなるかの話をされた。
　次に、平成25年度概算要求の見直しの概要は、幼稚
園として関係のあるものとして、＜幼稚園就園奨励費補
助　252億円（前年比11億円増）で第Ⅳ階層の補助
単価のさらなる引き上げを実施（6,200円→ 12,400
円）＞と＜私立高等学校等経常費助成費等補助1,039
億円（前年比9億円増）で「一般補助における幼児児
童生徒一人当たり単価を増額」＞について話をされた。
　最後に、文書学事課より①幼稚園の防災対策について
（園の実情に合った防災マニュアルの作成、各園の取り
組み状況報告）②幼稚園における事故防止等について（白
玉団子誤嚥事故報告書（栃木市HP掲載）、消費者事故・

バス事故発生時の迅速な
県への報告）③幼稚園の
耐震化について（本県の
状況、補助金の有効活用
について）④教員免許更
新制について（期限切れ
に注意）⑤会計検査の対
応について（今年2/18

研修１　「幼稚園をめぐる現状と課題」　
　　　　　講師　栃木県経営管理部文書学事課
　　　　　　　　　　　　 副主幹　小倉　敬子氏

　平成 25 年度のセン
ター事業について、大
塚千枝子センター長よ
り平成 25 年度のテー
マ「一人一人に応じた指
導の充実」を掲げられ、
影山晃一副主幹より25
年度の研修の予定の話をいただいた。今まで行われてい
た研修と内容に多少の変化があるようなので、時期等間
違わないように留意したい。他にも、保育・教育アドバ
イザー派遣、幼児教育情報誌「おうち」の発刊、調査研
究など25年度の事業についてお話をいただいた。

研修2　「25年度幼児教育センター事業について」
　　　　　講師　栃木県幼児教育センター　
　　　　　　　　　　センター長　大塚千枝子氏
　　　　　　　　　　副主幹　　　影山　晃一氏

　今回の講演では、「すべての子供
たちの幸せのために」と題して、自
分たちがどのようなスタンスで生活
をしていけばいいのか、お話をいた
だいた。まず、講師が副校長を務め
る上田情報ビジネス専門学校の大切
にしていることとして、①本物の「挨
拶」をすること②「掃除」はしっかりすること③いつで
も「素直」であることを挙げられた。一見、小学校レベ
ルの話の様に思えるが、この3つのことが本質的に出来
る専門学校生は非常に数が少ないそうだ。この3点を
きちんと出来る様に指導していくと、授業中の態度が一
変したとの話をされた。そして、子どもの幸せを考える
前に、まず子どもに接する大人が幸せであることは条件
であると話された。方法論としてのやり方の前に「あり
方」の重要性を説き、「与えるものには与えられる」の
法則を挙げ、人に対し何かして「もらうこと」ばかり考え、
人がして「くれない」という考えになると、自分に起こっ
た良くないことは周りのせいだと考える。それにより悪
い循環ができ、自分により大きくなって返ってきてしま
う。そう考えるのではなく、「人に何が与えられるか？」
「どうしたら役に立つことができるか？」「喜んでもらう
にはどうしたらいいか？」と人に対し与え続けられると、
それが良い循環を生み大きくなって返ってくる。目の前
の事案について精一杯ぶつかっていくことがそれにつな
がっていくと話された。具体的な例として、高校野球で
まったく無名の高校が優勝を勝ち取った話やディズニー
ランドにまつわる質の高い顧客サービスの話を挙げ、「感
謝の心」や「おもいやり」の大切さを説かれた。
　講演は、人として当たり前のことが、果たして本質的
に出来ているのかを深く再確認する内容で、参加者一人ひ
とりが、自身のことを考える良い機会を得たようだった。

研修3　「すべての子供たちの幸せのために」
　　　　講師　上田情報ビジネス専門学校　　
　　　　　　　　　　　副校長　比田井　和孝氏

の週に会計検査がある。現地調査で幼稚園に入る場合も
あり得る。今回に限らずだが、補助金等関係の書類の保
管・整理に留意のこと）⑥幼稚園新規採用教員の初任給
平均等データ（H24年 5月分）の提供について（参考
資料として作成したので、希望する園には提供する）⑦
調査報告等の提出期限は厳守してほしい。以上7つの
話をいただいた。
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と
い
う
回
答
…
こ
の
学
校
自
体
、
住
宅
街

の
真
ん
中
、
学
校
の
前
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン

が
あ
る
の
で
そ
う
い
う
人
の
目
が
あ
る
の

で
か
え
っ
て
そ
れ
が
防
犯
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

二
日
目
は
同
県
の
富
津
市
に
あ
る
和
光

保
育
園
に
行
き
ま
し
た
。「
子
ど
も
が
子

ど
も
ら
し
く
な
い
」「
潔
癖
症
風
母
親
背

後
霊
症
候
群
」
な
ん
と
も
面
白
い
表
現
で

す
。び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
れ
な
い
子
ど
も
、

疲
れ
る
か
ら
や
ら
な
い
、
め
ん
ど
う
だ
か

ら
や
ら
な
い
…
そ
ん
な
気
に
な
る
子
ど
も

が
増
え
て
い
く
傾
向
を
感
じ
、
保
育
の
見

直
し
を
始
め
た
ら
三
十
年
経
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
保
育
そ
の
も
の
は
、
子
ど
も
が

中
心
に
な
っ
て
い
て
、「
お
腹
が
空
い
た

ら
ご
飯
」「
眠
く
な
っ
た
ら
寝
る
」
と
い

う
よ
う
に
、
時
間
で
区
切
る
こ
と
を
止
め

て
遊
び
き
る
時
間
を
作
る
よ
う
に
し
た
そ

う
で
す
。
全
て
を
書
く
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
改
め
て
「
子
ど
も
主
体
の
保
育
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

園
の
建
物
は
日
本
の
古
い
民
家
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
、
黒
光
り
し
て
い
て
と
て
も
落

ち
着
け
る
雰
囲
気
で
し
た
。
二
施
設
の
建

物
は
対
照
的
で
す
が
、「
子
ど
も
主
体
」

と
い
う
点
で
は
、
考
え
方
が
同
じ
の
よ
う

な
感
じ
も
受
け
ま
し
た
。

（
文
責　

青
年
部
委
員
会
）

日
時　

平
成
二
十
五
年
一
月

　
　
　
二
十
五
日（
金
）・
二
十
六
日（
土
）

会
場　
真
岡
井
頭
温
泉
チ
ャ
ッ
ト
パ
レ
ス

青
年
部
県
外
視
察

　

昨
年
の
十
一
月
十
三
〜
十
四
日
に
か
け

て
県
外
視
察
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
は
千
葉
県
に
あ
る
小
学

校
と
保
育
園
の
二
施
設
を
視
察
し
ま
し

た
。
初
日
は
海
浜
幕
張
に
あ
る
打
瀬
（
う

た
せ
）
小
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。「
職
・

住
・
学
・
遊
」
の
複
合
機
能
を
備
え
、
人
々

が
出
会
う
〜
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
考
え
ら
れ
た
〜
何
年
も

前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
は
構
造
上
、
門
、
塀
が
無
い

学
校
…
に
止
ま
ら
ず
、「
学
校
が
オ
ー
プ

ン
」「
学
年
が
オ
ー
プ
ン
」（
縦
割
り
）「
学

級
が
オ
ー
プ
ン
」「
時
間
が
オ
ー
プ
ン
」

（
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
）
と
し
て
捉
え
て
い
て
、

い
わ
ゆ
る
「
学
校
の

教
室
」
と
い
う
概
念

は
こ
こ
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
壁
が
無
い
の

で
声
は
筒
抜
け
、
響

き
あ
う
と
い
う
点
で

は
ち
ょ
っ
と
声
が
聞

き
に
く
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
当
然
、

防
犯
対
策
も
気
に
な

り
ま
し
た
が
、
案
内

し
て
く
れ
た
副
校
長

先
生
は
防
犯
に
つ
い

て
は
問
題
は
あ
る

が
、
今
ま
で
、
そ
う

い
っ
た
事
件
や
事
故

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

青
年
部
合
宿
研
修

テ
ー
マ

 「
ブ
レ
ッ
ク
ス
流
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

　

 

高
め
方
」

講
師　

㈱
リ
ン
ク
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
タ
ー

　
　
　

テ
イ
ン
メ
ン
ト
代
表
取
締
役

　

山
谷 

拓
志　

氏

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
・
リ
ン
ク

栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
運

営
会
社
の
創
業
者
で
、

設
立
三
年
目
で
チ
ー

ム
を
日
本
一
に
導
い
た
山
谷
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

自
分
で
高
め
る
技
術
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

お
金
や
物
理
的
要
素
以
上
に
、
自
己
実

現
や
夢
が
意
欲
を
高
め
る
も
の
で
あ
り
、

「
状
況
の
切
り
分
け
力
」
と
「
思
考
の
切

り
替
え
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
自
己

説
得
力
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
こ
と
を
分

か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
で

変
え
ら
れ
る
も
の
の
方
に
目
を
向
け
る
重

要
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
状
況
を

切
り
分
け
る
三
つ
の
ス
イ
ッ
チ
と
、
思
考

を
切
り
替
え
る
三
つ
の
フ
ォ
ー
カ
ス
を
教

わ
り
、
そ
の
技
術
が
身
に
つ
け
ば
、
誰
で

も
自
分
を
変
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
園
舎

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
萌
丘
幼
稚
園
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
太
陽
の
光
を
た

く
さ
ん
取
り
入
れ
ら

れ
る
、
南
向
き
の
明

る
い
素
敵
な
園
舎
で

し
た
。

（
文
責　

青
年
部
委
員
会
）

　

第
三
回　

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期　
　

日　

　

 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日（
月
）

内　
　

容　

『
保
幼
小
連
携
の
原
理
と
実
践
〜
連
携

の
意
味
と
接
続
の
た
め
の
手
立
て
と

工
夫
〜
』

参
加
人
数　

百
五
十
一
名

講　
　

師　

　
大
妻
女
子
大
学
教
職
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
所
長
・
教
授  　
　

  

酒
井　

朗　

氏

　

酒
井
先
生
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー

等
を
利
用
し

な
が
ら
、
保

幼
小
連
携
が

求
め
ら
れ
る

背
景
、「
連

携
」
の
意
味
、

先
生
同
士
の

交
流
、
子
ど

も
同
士
の
交

流
、
接
続
期

カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
開
発
等

に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
話

を
伺
っ
た
。
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平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日
に
子
ど

も
子
育
て
関
連
三
法
が
公
布
さ
れ
、
本
格

施
行
ま
で
の
流
れ
が
具
体
的
に
な
っ
た
。

早
速
、
文
科
省
・
厚
労
省
で
は
、
幼
稚
園
・

保
育
所
等
の
経
営
実
態
を
把
握
し
制
度
施

行
に
向
け
て
の
基
礎
資
料
と
な
る
「
幼
稚

園
・
保
育
所
等
の
経
営
実
態
調
査
」
が
始

ま
っ
た
。本
園
も
調
査
に
抽
出
さ
れ
た
が
、

二
十
三
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
量
の
調
査
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
資
料
が
、
今
後

国
の
「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」
で
議
論
さ

れ
、
幼
保
連
携
型
認
定
子
ど
も
園
の
認
可

基
準
や
保
育
の
必
要
性
の
認
定
基
準
、
公

示
価
格
等
も
含
め
た
制
度
の
骨
格
が
、
最

短
で
平
成
二
十
七
年
度
施
行
に
向
け
て
平

成
二
十
六
年
度
に
は
提
示
さ
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
市
町
村
で
は
、
こ
れ
を
受
け

て
、
事
業
計
画
策
定
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調

査
、「
地
方
版
子
ど
も
子
育
て
会
議
」
の

設
置
、
条
例
の
検
討
、
制
度
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
準
備
組
織
の
検
討
・
設
置
な

ど
や
る
べ
き
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
、
幼
稚

園
に
と
っ
て
市
町
村
と
の
関
係
が
今
ま
で

以
上
に
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

　

小
山
市
の
幼
稚
園
は
、平
成
二
年
に「
小

山
市
幼
稚
園
連
合
会
」（
加
盟
園
二
十
園
）

を
発
足
さ
せ
、
組
織
の
強
化
を
図
り
な
が

ら
事
業
活
動
を
展
開
し
た
。
一
方
小
山
市

で
は
、
行
政
改
革
・
執
行
体
制
の
改
善
の

一
環
と
し
て
、
縦
割
り
行
政
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
市
町
村
自
ら
埋
め
て
い
く
と
い
う
考
え

に
立
ち
、
組
織
の
一
元
化
を
図
り
、
制
度

や
内
容
を
相
互
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
高

次
な
事
業
展
開
を
促
進
し
て
い
く
べ
く
、

平
成
十
四
年
四
月
に
「
児
童
家
庭
課
」
を

県
内
に
先
が
け
て
「
こ
ど
も
課
」
に
改
め
、

幼
稚
園
係
を
新
設
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

幼
稚
園
・
保
育
所
・
そ
の
他
の
乳
幼
児
施

設
の
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
子
育
て
支
援
体
制
が
整
っ
た
。
こ

れ
以
降
、
市
幼
連
園
長
会
に
は
、
こ
ど
も

課
か
ら
課
長
・
係
長
・
担
当
者
が
必
ず
参

加
し
お
互
い
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い

る
。
又
、
総
会
に
は
、
子
育
て
支
援
・
幼

児
教
育
に
関
心
の
高
く
市
民
目
線
で
改
革

に
取
組
ん
で
い
る
市
長
も
参
加
し
懇
親
が

図
ら
れ
て
い
る
。
小
山
市
で
は
、
日
常
的

に
行
政
と
の
良
好
な
関
係
が
築
か
れ
て
い

る
た
め
、
小
山
方
式
の
保
育
園
が
誕
生
で

き
た
し
、
今
回
の
子
ど
も
子
育
て
三
法
に

向
け
て
の
対
応
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

準
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

市
幼
連
で
は
、
こ
の
一
月
に
小
山
市
と

の
連
携
を
ま
す
ま
す
深
め
る
た
め
の
、
新

こ
ど
も
園
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

幼
稚
園
の
選
択
肢
は
、
①
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
②
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園

③
施
設
給
付
幼
稚
園
④
私
学
助
成
幼
稚
園

が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
市
幼
連
加
盟

園
全
て
が
、
①
②
③
の
い
ず
れ
か
の
施
設

型
給
付
園
に
移
行
す
る
こ
と
で
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
て
い
る
。

　

一
九
四
九
年
に
二
百
七
十
万
人
（ 

第

一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
） 

の
出
生
数
が
、

二
〇
一
二
年
は
百
三
万
人
と
六
十
三
年
間

で
一
六
七
万
人
減
少
し
、
十
五
年
後
に
は

八
十
万
人
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ

れ
、
小
山
市
も
三
十
年
前
と
比
較
す
る
と

六
百
人
減
少
し
、
千
四
百
人
台
の
出
生
数

で
推
移
し
て
お
り
、
少
子
化
の
進
行
と
人

口
減
社
会
は
幼
稚
園
の
存
続
を
危
う
く
し

て
い
る
。
先
ず
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に

は
設
置
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
「
地
方
版
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
に
幼
稚
園
メ
ン
バ
ー

が
よ
り
多
く
加
わ
り
、
教
育
・
保
育
・
子

育
て
支
援
の
量
の
見
込
み
と
供
給
の
方
法

を
考
え
る
市
町
村
子
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
現
在
小
山
市
の
民
間
保
育
園
の
幼
保

連
携
型
認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
の
声
は

聞
こ
え
て
こ
な
い
が
、
現
在
の
小
山
市
の

民
間
幼
稚
園
二
十
園
、
民
間
保
育
所
二
十

園
が
公
立
保
育
所
十
三
園
の
今
後
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
教
育
・
保
育
・
子
育

て
支
援
を
仲
良
く
取
組
ん
で
い
け
る
体
制

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

小
山
式
保
育
園
も
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
又
は
〇
〜
二
歳
の
保
育
園
は
従
来

ど
お
り
の
学
法
保
育
園
と
し
て
残
し
、
幼

稚
園
が
幼
保
連
携
型
又
は
幼
稚
園
型
を
目

指
す
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
平
成
二
十
六
年

度
の
早
い
時
期
に
国
か
ら
の
施
設
型
給
付

（
公
定
価
格
）
の
骨
格
が
示
さ
れ
る
と
思

う
が
、
今
後
の
状
況
に
よ
り
推
測
で
き
る

範
囲
で
早
い
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
消
費
税
の
実
施
時
期
・
内
容
、

四
年
前
に
も
打
ち
出
さ
れ
、
又
で
て
き
た

幼
児
教
育
の
無
償
化
、
そ
れ
に
伴
う
保
護

者
の
反
応
も
見
な
が
ら
進
め
て
い
く
つ
も

り
で
あ
る
。

栗
の
実
幼
稚
園

　

理
事
長・園
長

　
　

  

平
野 

章
雄 

先
生

小
山
式
保
育
園

小
山
式
保
育
園
2

　

子
ど
も
子
育
て
関
連
三
法
の
成
立

に
、
幼
稚
園
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
け
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

小
山
市
で
は
、
前
号
で
詳
し
く
報

告
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
十
年

も
前
か
ら
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
小
山
方
式
の
保
育
園
が
誕
生
し
、

き
わ
め
て
有
効
に
機
能
さ
せ
て
き
た
。

　

小
山
市
の
幼
稚
園
は
、
新
た
に
成

立
し
た
三
法
へ
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か
。
成
功
事
例
で
あ
る
小
山
市
の

今
後
の
取
り
組
み
は
、
他
の
市
町
、

そ
し
て
幼
稚
園
の
参
考
に
な
る
に
違

い
な
い
。

　

前
号
、
今
号
と
二
号
に
わ
た
っ
て
、

小
山
地
区
幼
稚
園
連
合
会
の
平
野
章

雄
会
長
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

ご
多
忙
の
中
、
貴
重
な
情
報
を
ご
提

供
く
だ
さ
っ
た
平
野
先
生
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。
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平成25年度私立幼稚園関係予算案 （単位：千円）

平成25年度予算案の内容について
　平成 25 年度予算に関しては、結果として、平成 24 年度レベルを維持するに留まることになりました。
　「とちぎ未来開拓プログラム」に示された流れからすれば、現状維持は、「良し」としなければいけないのかもしれませんが、
目指す目標からすれば、最低線の結果に留まったということになります。
　国政においては、政権が自民党に移り、今後の経済政策に期待するところであります。県の行政においては、福田知事が再選を
果たしました。これからも、県議会、担当課との折衝を重ねて予算獲得に努力をしていきたいと考えています。
　振興連盟との連携のもと、加盟園の皆様の更なるご協力を背景に振興活動を展開してまいります。変わらぬご協力をお願いい
たします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振興委員長　宮入　玄英

1　幼稚園運営費補助金

2　幼稚園教材費等補助金

3　地域子育て推進事業費補助金

　 （１）子育てランド事業

　 （２）わんぱく保育推進事業

4　幼稚園第二子等保育料減免事業

5　栃木県私立幼稚園教職員退職金財団補助金

6　特別支援教育費補助金

７　私立学校教職員共済補助金（幼稚園分）

8　栃木県幼稚園連合会補助金

9　私立学校被災児童生徒授業料等減免事業費　　（幼稚園分）

10　幼稚園耐震化事業費

11　幼稚園特別研修費補助金

合　　　　　計

5,788,399

22,287

323,380

39,440

283,940

34,098

151,288

344,176

52,227

3,000

4,446

106,000

0

6,829,301

5,576,341

15,093

333,220

33,900

299,320

30,887

153,572

373,968

56,528

3,000

3,629

1,321,373

3,000

7,867,611

学校法人が設置する幼稚園の運営費に対する助成
　園児一人当たり 　 178,500円（H24  178,500円） 
　うち満３歳児　　340,400千円（H24  337,544千円）

個人及び宗教法人が設置する幼稚園の教材費等経費に対する助成
　園児一人当たり　 39,100円（H24　39,100円） 
　うち満３歳児　　 1,525千円（H24　1,173千円）

幼稚園が実施する①～⑤の事業に対する助成
　①子ども遊び場確保事業
　　　ア　園地・園舎開放事業
　　　イ　放課後児童クラブ事業
　②未就園児親子教室事業
　③幼児教育に関する各種講座開催事業
　④地域の子育て支援に関する情報提供・紹介事業
　⑤その他市町が定める子育て支援事業のうち、知事が適当と
　　認めるもの
　　Ａ　上記のうち２事業実施
　　　１園当たり　130千円（市町130千円以上の補助が条件）
　　Ｂ　上記のうち３事業以上実施
　　　１園当たり　200千円（市町200千円以上の補助が条件）

私立幼稚園が行う預かり保育事業に対する助成
○通常分
　１園当たり　 800千円、1,200千円、1,600千円
○特定分（4時間超）
　１園当たり　160千円、280千円、400千円
○長期休業分
　１園当たり　160千円、280千円、400千円
○休業日分
　１園当たり　300千円、480千円、660千円

私立幼稚園に同時に二人以上在園する場合に保護者が負担
する保育料に対する助成
第一子に対し第二子は１/２に、第三子以降は１/10に軽減

私立幼稚園教職員の退職金給付事業に要する経費に対する助成
・補助率→教職員標準給与額の27/1000を補助（Ｈ24同率）

特別支援を要する園児が就園する幼稚園に対し、その経費
の一部を助成
　対象園児一人当たり　学法二人以上　784千円（国庫対象）
　　（H24同額）　　　上記以外　　　392千円（県単）　　

長期掛金について、標準給与額の８/1000を補助（Ｈ24同率）
・対象者　2,635人（Ｈ24　2,466人）

栃幼連が行う研修事業に要する経費に対する助成
・補助率　定額（１/2以内）

被災児童生徒に係る私学授業料減免事業に対する助成
・対象者　36人（Ｈ24　45人）

認定こども園への移行を予定している私立幼稚園の耐震化事
業に対する補助
・補助率１/2以内（安心子ども基金活用事業）

栃幼連が行う子ども・子育て支援新制度を踏まえた、研修事業に
要する経費に対する助成
・補助率　定額（１/2以内）

事 　 業 　 名 概 　 要平成25年度
予算額（案）

平成24年度
予　算　額
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今
年
度
も
各
研
修
や
調
査
研
究
等
、
幼

児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
御
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修
を

　

振
り
返
っ
て

　
昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に
、

全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

集
合
研
修
で
は
、
幼
稚
園

教
育
要
領
に
基
づ
い
て
、

幼
児
教
育
の
基
本
的
な
考

え
方
、
幼
児
の
発
達
、
幼

児
理
解
、
計
画
的
な
保
育

の
展
開
等
、
幼
児
教
育
の
基
礎
と
な
る
概

念
や
指
導
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
宿
泊
研
修
、
地
区
研
修
、
園
内
研

修
を
力
に
し
て
、
受
講
生
は
、
こ
の
一
年

間
で
、
心
身
と
も
に
大
き
く
な
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
後
の
御
活
躍
を
心
よ
り

期
待
し
て
い
ま
す
。

　　

幼
稚
園
教
職
十
年
経
験
者
研
修
が

　

修
了
し
ま
し
た

　

平
成
二
十
四
年
度
幼
稚
園
教
職
十
年
経

験
者
研
修
の
全
日
程
（
園
外
研
修
六
日
・

園
内
研
修
十
日
）
が
修
了
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修
で
は
、
幼
稚

園
の
教
育
環
境
や
教
育
内
容
等
の
専
門
性

を
高
め
る
「
中
堅
教
員
の
た
め
の
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」、
小
・
中
学
校
教
諭
と
合

同
で
協
議
し
た
「
幼
児
期
か
ら
児
童
期
へ

の
教
育
」、
幼
稚
園
教
育
要
領
と
子
ど
も

の
姿
か
ら
考
え
る「
協
同
す
る
経
験
と
は
」

等
の
講
話
・
演
習
を
通
し
、
園
の
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
力
を
存
分
に
発
揮
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
日
程
の
研
修
を
終
え
た
受
講
生

（
二
十
九
名
）
の
感
想
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
該
当
幼
稚
園
の
園
長
先
生
か
ら

い
た
だ
い
た
「
研
修
に
関
す
る
調
査
票
」

よ
り
御
意
見
を
御
紹
介
し
ま
す
。

●
園
に
は
同
じ
よ
う
な
立
場
の
保
育
者
が

お
ら
ず
孤
立
し
が
ち
だ
が
、
こ
の
研
修

で
他
園
の
同
じ
立
場
の
仲
間
と
悩
み
を

共
有
し
、
新
た
な
目
標
を
も
つ
こ
と
が

で
き
た
。

●
主
任
と
し
て
の
資
質
や
後
輩
教
諭
の
指

導
等
、
十
年
経
験
者
な
ら
で
は
の
内
容

も
あ
り
よ
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
御
意
見
を
基
に
、
研

修
の
内
容
等
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
研
修
受
講
の
皆
様
が
、
栃
木
県
の
幼

児
教
育
の
推
進
役
と
し
て
御
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

　

一
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
に
栃
木
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
栃
木
県
教
育
研

究
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
の
「
幼
・
保
・
小
連
携
部
会
」
で
は
、

当
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
「
幼
・
保
・

小
連
携
推
進
充
実
事
業
」
に
、
二
十
三
年

度
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
日
光
市
教
育
委

員
会
指
導
主
事
、
児
童
館
・
小
学
校
の
教

職
員
に
よ
る
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
・
保

育
を
参
観
し
て
見
え
て
き
た
こ
と
や
連
携

を
深
め
る
た
め
の
取
組
、
望
ま
し
い
交
流

活
動
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
策
定
の
「
幼
児
期
運

動
指
針
」（
平
成
二
十
四
年
三
月
）
に

基
づ
き
、
幼
児
期
に
遊
び
や
生
活
の

中
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
ま
と
め

た
教
職
員
の
た
め
の
指
導
資
料
を
作

成
し
ま
し
た
。
三
月
中
に
各
園
十
部

ず
つ
送
付
し
ま
す
の
で
、
園
内
研
修

や
保
護
者
へ
の
啓
発
資
料
等
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な

　

子
ど
も
を
育
て
よ
う
」

●
テ
ー
マ

　
幼
児
期
の
教
育
の
成
果
を
小
学
校
教
育
へ

　

〜
連
携
推
進
充
実
事
業
を
通
し
て
〜

●
発
表
者

　

日
光
市
教
育
委
員
会

　
　
　

副
主
幹　

森
山　

泉
恵　

先
生

　

日
光
市
立
塩
野
室
児
童
館

　
　
　

副
主
幹　

山
形　

敬
子　

先
生

　
　
　

主　

査　

柿
沼　

貴
子　

先
生

　

日
光
市
立
小
林
小
学
校

　
　
　

教　

頭　

篠
原　

幹
男　

先
生

　
　
　

教　

諭　

福
田　

亮
子　

先
生

　小学校の10年目・20年目の先生方と意見交換
できたのは、貴重な経験だった。義務教育の基礎
を培う幼稚園教育で、大切にするべきことが明確
になった。教育課程や指導計画を見直したい。

　新採研修では200名いた仲間が、今では29名。
園は違っても、子どものこと、保護者のこと等、様々
に悩みを乗り越えてきた仲間と多くのことを共有で
きた。毎回、自分にとって成長の場であった。

　同じ立場で奮闘している先生方と研修ができ、
ミドルリーダーとしての立場を改めて感じた。自
園でも先生方の仲介役となったり、若い教員に助
言をしたり、自分の役割を担っていきたい。

　普段は忙しく、教育要領を読み返したり、カリ
キュラムを見直したりすることがなかったが、様々
な内容の講話や他園の先生方との協議を通して、貴
重な情報や知識を得ることができた。

お疲れ様でした。
園のミドルリー
ダーとして御活躍
ください。

　

二
十
四
年
度
は
大
田
原
市
の
な
で
し
こ

幼
稚
園
と
ふ
た
ば
幼
稚
園
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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二
十
五
年
度
予
算
書
の
提
出
期
限
は
、
平

成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日
（
金
）
で
す
。

決
算
書
（
標
準
様
式
）
の
電
子
デ
ー
タ
を

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
る
幼
稚
園
あ
て
に

別
途
メ
ー
ル
で
お
送
り
し
ま
す
。
予
算
書

も
決
算
書
標
準
様
式
と
同
様
に
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。       

●
資
産
総
額
の
変
更
登
記
済
届

  

平
成
二
十
四
年
度
決
算
に
伴
う
資
産
総

額
の
変
更
登
記
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月

末
日
ま
で
に
行
い
、六
月
二
十
八
日
（
金
）

ま
で
に
登
記
済
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上
、

期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

平
成
二
十
五
年
度
学
校
基
礎
調
査
ヒ
ア

リ
ン
グ
（
園
児
数
確
認
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
五
年
五
月
七
日
（
火
）
か
ら
十

日
（
金
）
及
び
十
三
日
（
月
）
の
五
日
間

を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
通
知
い
た
し

ま
す
が
、
担
当
者
の
出
席
に
つ
い
て
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
学
校
基
礎
調
査

ヒ
ア
リ
ン
グ（
園
児
数
確
認
）の

実
施
に
つ
い
て

編集後記　
広
報
委
員
長
馬
場
章
信
先
生

と
委
員
の
皆
様
ご
一
緒
に
知
恵

を
出
し
あ
い
な
が
ら
、
全
職
員

の
皆
様
方
に
喜
ん
で
読
ん
で
頂

け
る
よ
う
一
年
間
編
集
に
参
加

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
も
あ
り
ま

す
が
、
来
年
も
今
迄
以
上
に
前
進
出

来
る
よ
う
努
力
を
お
し
ま
ず
に
老
体

に
〝
ム
チ
〞
を
打
ち
な
が
ら
先
生
方

の
足
を
ひ
っ
ぱ
ら
ず
に
仲
良
く
楽
し

く
よ
り
よ
い
情
報
誌
に
な
る
よ
う
仲

間
の
先
生
方
に
も
感
謝
し
、
が
ん
ば

り
ま
す
。

　

暖
か
い
ご
協
力
を
今
以
上
に
お
願

い
申
し
上
げ
編
集
後
記
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
お
待
ち
下

さ
い
。 　
（
広
報
委
員　

武
田
純
子
）

４
月
３
日　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

５
月
17
日　

栃
幼
連 

通
常
総
会（
24
年
度
決
算
総
会
）

５
月
27
日　

※
10
年
経
験
者
研
修（
共
通
研
修
）

５
月
30
日　

※
合
同
研
修（
幼・保・小
）

６
月
３
日　

※
合
同
研
修（
幼・保・小
）

６
月
４
日　

※
合
同
研
修（
幼・保・小
）

６
月
６
日　
※
幼・保・小
教
職
員
相
互
職
場
体
験
研
修（
事
前
説
明
会
）

６
月
７
日　

青
年
部 

全
体
委
員
会・研
修
会

　
　
　
　
　
※
幼・保・小
教
職
員
相
互
職
場
体
験
研
修（
事
前
説
明
会
）

６
月
10
日　
※
幼・保・小
教
職
員
相
互
職
場
体
験
研
修（
事
前
説
明
会
）

６
月
12
日　

設
置
者・園
長
研
修
会

６
月
13
日　
※
幼・保・小
教
職
員
相
互
職
場
体
験
研
修（
事
前
説
明
会
）

６
月
17
日　
※
幼・保・小
教
職
員
相
互
職
場
体
験
研
修（
事
前
説
明
会
）

６
月
18
日　

新
採
研 

公
開
保
育（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

６
月
19
日　

※
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

６
月
21
日　

新
採
研
指
導
者
事
前
打
合
会

６
月
25
日　

新
採
研 

公
開
保
育（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

６
月
26
日　

※
保
育・教
育
課
程
研
究
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

平
成
二
十
五
年
四
月
〜

　
　
　
　
　

六
月
ま
で
の
事
業
予
定

＊
総
会
予
告
＊

（
二
十
四
年
度
決
算
総
会
）

栃
幼
連
通
常
総
会

栃
幼
連
通
常
総
会

栃
幼
連
通
常
総
会

平
成
二
十
五
年
五
月
十
七
日
（
金
）

会
場
：
コ
ン
セ
ー
レ

平
成
二
十
五
年
度

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
（
全
体
分
）

　

補
助
金
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
平

成
二
十
五
年
五
月
七
日
（
火
）
で
す
。
公

認
会
計
士
等
の
監
査
日
程
の
都
合
等
に
よ

り
、
提
出
期
限
ま
で
に
平
成
二
十
四
年
度

決
算
が
確
定
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

仮
決
算
の
段
階
で
県
に
実
績
報
告
書
を
提

出
し
、
決
算
確
定
後
、
再
度
提
出
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
（
全
体
分
）

  

補
助
金
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
平

成
二
十
五
年
四
月
一
九
日
（
金
）
で
す
。

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教

材
費
等
補
助
金
特
別
補
助
（
わ
ん
ぱ
く
保

育
推
進
事
業
・
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
）

　

事
業
実
施
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、
わ

ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
及
び
子
育
て
ラ
ン

ド
事
業
と
も
に
平
成
二
十
五
年
四
月
五
日

（
金
）
で
す
。

●
平
成
二
十
四
年
度
決
算
書
及
び
平
成

二
十
五
年
度
予
算
書
の
提
出
に
つ
い
て

  

平
成
二
十
四
年
度
決
算
書
及
び
平
成

県
文
書
学
事
課

訃　

報謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
大
田
原
市　

な
で
し
こ
幼
稚
園

　
　

理
事
長　

矢
板　

亮
信 

先
生　

　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
一
月
十
五
日　

逝
去

●
真
岡
市　

萌
丘
幼
稚
園

　
　

新
園
舎
竣
工
式

　
　
　

平
成
二
十
五
年
一
月
十
九
日

慶　

事


